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1章-1.三角方程式と解法

※tanθは直線の傾きと

見て解いてもよい

𝑠𝑖𝑛𝜃 𝑐𝑜𝑠𝜃, 𝑡𝑎𝑛𝜃 の多項式 =（定数）の形の等式を三角方程式という。

三角方程式を満たすθを三角方程式の解という。

三角方程式の解き方
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1章-2.三角不等式と解法

1つの三角比にまとめて文字の置き換えで解く！

チェック！

変域に注意

𝑠𝑖𝑛𝜃 𝑐𝑜𝑠𝜃, 𝑡𝑎𝑛𝜃 の多項式が不等号（≦≧<>）で結ばれた式を三角不等式という。

三角不等式の解は～≦θ≦～のように、範囲があるのが一般的。

三角不等式の解き方
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を解きなさい。
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2章-1.正弦定理と余弦定理

チェック！
余弦(cos)定理は2つの辺と1つの角度がわかっているときに利用

を解きなさい。

チェック！
正弦(sin)定理は2つの角度と1つの辺がわかっているときに利用

余弦定理の派生公式

角度を求める問題

で使います
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2章-2.三角形の面積

高さはいずれも

b×sinAになる



内接円の半径rと面積

チェック！

内接円の中心で三角形を3分割する！

例.

チェック！

三角形の面積は2辺と間の角度のsinがわかると求められる！
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